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須藤カツ子
　IL-12ファミリーサイトカインはヘテロダイマー
を形成して機能するサイトカインであり、EBI3
（Epstein-Barr virus-induced gene 3）は IL-12ファミ
リーサイトカインである IL-27および IL-35を形成
する分子の一つである。IL-27は樹状細胞およびマ
クロファージから、IL-35は CD4陽性 CD25陽性の
制御性 T細胞からそれぞれ産生されることが知ら
れている。
　今回、我々は CD4陽性 CD25陰性ナイーブ T細
胞から EBI3mRNAが発現することを見出した。そ
こでこの CD4陽性 CD25陰性ナイーブ T細胞から
発現される EBI3の機能を明らかにする目的で T細
胞依存性腸炎発症モデルマウスを用いて実験を行っ
た。まず、C57BL6野生型マウスと EBI3欠損マウ
スの脾臓から CD4陽性 CD25陰性 CD62陽性ナイー
ブ T細胞を単離し、RAG2欠損マウスにそれぞれ分
離した T細胞を移植したところ、野生型マウスの
脾臓から単離した T細胞を移植したマウスでは下
痢などの明らかな腸炎様の症状を示し、著しい体重
減少が見られた。ところが、EBI3欠損マウスの脾
臓から単離した T細胞を移植したマウスでは腸炎
様の症状は認められず、体重減少も見られなかった。
さらに、大腸粘膜固有層からリンパ球を分離し、胞
粘膜固有層に浸潤した CD4陽性 T細胞から産生さ
れるサイトカインをフローサイトメトリーおよび
ELISA法で確認したところ、野生型マウスの脾臓
から単離した T細胞を移植したマウスでは EBI3欠
損マウスの脾臓から単離した T細胞を移植したマ
ウスに比べ、IFN-γ産生が増加しており、IL-17産
生は減少傾向を示していた。以上の実験結果から
CD4陽性 CD25陰性ナイーブ T細胞から産生され
る EBI3が T細胞依存性腸炎の制御に関わっている
ことが示唆された。その詳細なメカニズムは現在検
討中である。
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【目的・背景】　CD163はヘモグロビン・ハプトグ
ロビン複合体に対する高親和性スカベンジャー受容
体で、ヘモグロビンの血液からの除去に関与する一
方、IL-10産生を誘導するシグナルを伝達して抗炎
症作用を発揮し、組織修復に関わる 2型マクロ
ファージの表面レセプターの一つとされている。血
清可溶型 CD163濃度は敗血症などの炎症性疾患に
おいて、その疾患活動性・予後を反映するとされて
いる。今回、MPO-ANCA関連血管炎における疾患
活動性および合併症のバイオマーカーとして、血中・
尿中 CD163濃度の有用性を検討した。
【対象および方法】　MPO-ANCA関連血管炎 37症
例の初回治療開始前（活動期）、治療後寛解時（非
活動期）および寛解後に感染症を併発した際（感染
期）、および非血管炎コントロール 20症例より血清
および随時尿を採取し、ELISA法にて血清中・尿
中 CD163濃度を測定し、各群間ならびに臨床指標
との関連を検討した。
【結果】　血清 CD163濃度は感染期（881.1± 231.6 
ng/mL）において、活動期（631.1± 234.2 ng/mL、
P=0.003）、非活動期（546.0± 258.0 ng/mL、P<0.001）
と比較して、有意な高値を認めた。一方、活動期に
おいて、血清 CD163濃度は肺病変非合併例（811.4
± 251.1 ng/mL）に比較し合併例（578.0± 207.5 ng/
mL、P=0.0471）で有意に低値を示し、特に肺胞出
血合併例（382.8± 212.3 ng/mL、P=0.010）で低値
を認めた。血清 CD163濃度と、白血球数・CRP値・
BVAS・MPO-ANCA値・血清クレアチニン値との
間には、全症例ならびに病期毎においても、有意な
